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東京都小笠原支庁土木課　御中

小笠原村父島字西町

香川アパート１０１

　大久保　健一

父島大村地区都道リフォーム事業におけるユニバーサルデザイン化についての要望書

拝啓　初秋の候、ますますご清栄の事とお慶び申し上げます。

さて、当事業においては、村民として新しい道路ができる事を喜ばしく、たいへん期待しているところです。バリアフリーが進み、障害者や高齢者、ベビーカー使用者など移動制約者も積極的に訪れ、観光やショッピングなど社会参加の機会が増大される事も期待されます。
　だからこそ、以下のようなユニバーサルデザインの視点が最も大切だと思います。そこで私達、地元の障害者として、移動制約者本位の計画づくりを願って、その視点で要望致します。

要望事項

1、 役場前など大きな歩道の横断歩道部分における段差切り下げにおいては、地面に車椅子マークを書いたうえで無段差のゾーンと、点字ブロック部分には1センチの段差ゾーンを設けて下さい。車椅子ゾーンは車椅子の幅に合わせて、１ｍ以上の幅にしてください。

2、 バス停留所においては、村営のリフトバスや今後のノンステップバスに対応出来る様にマウントアップを施して下さい。その段差は５ｃｍ程度としてください。バスが正着できる構造にしてください。
3、 村道との交差部の歩道側境界に必ず点字ブロックを設置してください。そのブロックは弱視者の為に黄色にし、夜間を想定して赤色発光ダイオードを埋設してください。また白杖に反応する端末式音声ガイドシステムなども積極的に導入してください。
4、 車椅子やベビーカー、自転車などで植樹帯に誤って侵入し転倒を防ぐため、歩道と植樹帯の歩道側境界には、３ｃｍ程度の脱輪防止の為の縁石を設置してください。

5、 歩道から車道へ降りる切り下げ部分は５ｃｍの段差がありますが、なめらかなスロープにしてください。現状では特にビジターセンター入り口などは車椅子で歩道へ上がることは不可能です。
6、 歩道の路面の材質は、車椅子などでも容易に走行できるように平坦かつすべらないようにしてください。タイルやレンガ状のものでは凹凸が多いので、そのようなものは避けてください。

7、 知的障害者や子供のためにも標識の表記にはルビを表示してください。精神障害者等のためにも車椅子対応の水飲み場を設置してください。

8、 聴覚障害者のために道路情報等を提供する電光掲示板を設置してください。難しい場合は、村の電光掲示板を連携し活用してください。
9、 いずれにせよ今後、予定される計画づくりには、障害を持つ利用当事者を設計段階から整備計画づくりに積極的に参画させてください。移動制約者を中心とした街づくりの上で配慮しなければならない人と現地検証をして下さい。その事が合理的かつニーズに合った街づくりが展開出来ると思います。この要望を受けた設計図面や方針をその都度ご報告頂ければ幸いです。
以上、障害当事者として改善して欲しい事項をまとめました。誠意を持ってご検討の上、ユニバーサルデザインをコンセプトに計画に反映させて、誰もが使いやすい道路整備事業を期待してやみません。

敬具

· 技術や参考例など助言を聞くには以下の専門家にお聞きいただければと思います。

　　首都大学東京教授・秋山哲男氏(学識経験者として)

　　ＤＰＩ(障害者インターナショナル)日本会議交通問題担当役員・今福義明氏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(障害当事者として)

